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Abstract
In the history of the English language, there were four time periods when English was greatly 
influenced by Latin.　This is especially true during the early modern English period when a great 
number of words including technical terms were introduced directly from Latin. In this paper, I 
focused on the adjective forms of technical terms, particularly medical terms in English, and 
investigated their etymology and the year in which they appeared in English for the first time.　
As a result, I found out that about ８５％ of total words（４７６ adjectives）was derived from Latin. 
In contrast, １０ adjectives were inherited from Old English which originated from Proto-Germanic, 
and were formed by adding the suffix“-y”（OE: -i, -ig）to the noun form.
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たことにより、例えば本来語 eye の形容詞形が 




























に「病態」を表す -osis の形容詞形 -otic
 がある。１８～１９世紀には、cirrhosis 

































ン語 abdominalis である。この abdominalis がそ
のまま英語に流入し、１７４６年 abdominal として
英語化した。その初出例をに示す９）。
　 The perpetual Compressure of the 
















なるのはラテン語 atomus である。Atomus は ME 
で attomos、その後 atom として英語化し、そ
れに英語の接尾辞 -ic が添加され atomic として
１６９２年英語化した。その初出例をに示す１１）。
　 According to their hypothesis. . .this 





































sleepy である。このうち bloody は、ゲルマン
祖語 blodam から OE に blod として入った名
詞形 blood に、ゲルマン祖語から OE に入り、 






そ の 他 bony２０）２１）、chilly２２）２３）、itchy２４）２５）、
sleepy２６）２７）も同様である。






出したが、語源となる drusan は OE から存在
した。１５５９年 drowsy から名詞形 drowsiness 
が造られた本来語である３０）３１）。
一方、headachy に関して言えば、名詞形の 
headache は、ゲルマン祖語を語源とするOE の 
heafod（＝head）とce（＝ache）から造られ
たものである３２）３３）。但し headachy は“of or 
pertaining to headache”を表す形容詞形でな






OE で fefor として現れていた fever の語源は、
ラテン語の febris である３６）。また cancerous の
語源となる cancer は OE で既に英語に存在し
ていたが、その語源は、古典ギリシャ語 karkinos 
からラテン語 cancer である。この cancer につ
いて OED で次のように記述されている３７）：The 
word was adopted in OE. as cancer, cancor for 
the disease, reinforced after １１００ by the 
Norman French cancre, which gave the ME. 
and modern canker.
以上より、問題なく①に分類されるのは、い




























語 hypnotikos で、ラテン語 hypnoticus 経由で流
入し、１６２５年 hypnotic として英語化した。そ
の後１６５７年に hypnotic に接尾辞 -al が添加され
て hypnotical となった。両者の初出例をに
示す４０）。
　① Not neglecting hypnoticke, cardiall, 
and deoppilatiue medicines.




容詞に arsenic と arsenical がある。両者の語
源はラテン語 arsenicum である４１）。この arsenicum 
は ME で arsenicum さらに arsenic（ヒ素）と
して英語化した。当初 arsenic は名詞であった
が、１８０１年から形容詞の意味も表すようになっ
















詞形は ocular である。この ocular の初出例を
に示す４３）。

















































































































































































































えられる。さらに、eye と ocular、heart と 
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